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Ŕ

P熙
加
せ
騒
で
師
く
十
111測
轟
0型
条
′

製
6ん
翼
で
償
半KttK製

膏
調
(さ
(黙

郎
熙
加
せ
案
駐
経
′
‖
(Eギ
⊃
製
製
や
熙

加
せ
轟
で
+せ
せ
贅
全
°
煙
目
部
製
熙
却

量
で
日
に
く
口
1冨
#ヨ
11・
く
べ
響
°
⌒

゛
卜
へ

1ヽ‖蠍
製
で
′
]屋
貯
塙
01Bノ
0翌
,文

v撫
搬
熙
和
せ
Qぺ
|1鞣
掏
粗
ew`

ゃ
°
、
、
■
眠
膏
掏
や
Q ttQ憮
隈
´
型

ミ
邸
E越
捻
く
°

鋼
回
卜
製
褒
里

駆
に
1(X颯
単
ハ
ヽ
―

H靭
駆
像
盤
終
鮎
Щ
や
郷
桐

H淋
緊
に
選
で
′
製
択
0悪
廻
留
膏
緊

ぎ
掏
半
ば
、
く
製
e′
11+ぺ
購
Ц
掏
、

二
越
′
ぐ
回
中
釈
齋
0「
製
卦
郎
に
1欲
堰

ゃ
ヽ
ヽ
一
」
(挙
に
)掏
滞
四
ヽ
絆
像
お

■
集
龍
掏
窯
や
製
°

Eや
ヽ
ヽ
一
せ
′
増
卦
Q●
器
′
K小

藤
も
回
・
叫
Qさ
駅
蒸
区
Q応
駅
・
郡
セ

撫
掏
埋
《
′
ヽ
Rム
ユ
||ヽ
ヽ
′
Kヽ
ヘ

∫ヽ
ヽ
ヽ
し
ヽ
一
終
匈
ポ
善
郡
tQ黒
国
1窓

輝
黎
弓
恣
軽
に
終
暮
掏
■
■
g製
齋
緊
ζ

Q II一
ヽ
轟
NQ螺
9製
人」
⊃
掏
皿
霊
民

Dν
`Ю

°

《
せ
留
0で
O翡
熙
側
嘔
ぜ
測
。
か
。

口
掏
ヽ
ヽ
K一
刹
卜
(製
塔
軽
に
'Kま
輝
曜

判
郎
Щ
《
掏
認
誉
′
製
い
K副
ヽ
日
ヽ
H

ヽ
ム
(制
部
製
齋
緊
に
さ
駅
)К
“
b紫

#楓
(6К
ヽ
-4■
ぐ
中
恨
Q響
塔
凛

置
さ
ポ
・
ポ
朧
応
駅
Q響
料
掏
図
Ю
◎
1ヽ

ヽ
ヽ
疑
ヽ
K枢
翠
椰
単
K′
や
Dν
製
贅
Q

陣
‖ [越
峻
′R製

'ヽ

へ
ヽ
峰
ヽ
Kヽ
二
・
くヽ

ヽ
一
掏
懸
剌
■
Ю
O■
(4駅
昧
駅
脚
囮

Q蝉
セ
総
暮
′
緊
セ
|は
堰
掏
撃
剌
卜
や
型

eQ「
ヽ
日
ふ`
郡
ζ
尽
輝
ヽ
|ヽ
ヽ
」
掏

歴
型
卜
(一
轟
匈
Q腑
縦
掏
肺
築
t(権

回
p受
で
°

ゝへ́卜）い∞．ヾ興韓壕器華

⌒型が）圧Ｒ銀ヾЮ通世昼終延

？）中国民峻ω叶∞哺□時ｍｍ

当ぃ＋●郎曜墾嘔

（日舶゛駆嬌即¨低　田∞Ｈ瞑８叶認口特曽）

ＩＮＯＩ

磐ポ略Ｃ＜○

組コに斡和К）楓塑終Юイ「ヽ

”コヽ日Кきいヽ脳Ⅲ召

３一∞障③認∞ｏｍ．晨≦

コぐ則侭姻）０∞一旨回聯に員弊

噸・『増れＬ緻ミ凛崚

一ヽ「圧ＲＯＲ響暉ューく

鵬ＫШロロ一２００Ｊ口一Ｅ

製絲ぐ鶏…印薬単憔Ю総掏爆導

一紳脚除́幾唖曇）い”勝ねｏ睡岨糎耐哺・

（で」壌＝）く苺ヽ―驚・

一一］縄震想卜絆曇苗古琴

撻
』蝉崎懺翁ョ響駄『語Ｎ
ず

・

』婆一ヽ¨ヽＬ場̈翔坦堅Ｋ響む普ｓ凛黎・

。´ＤЮｒ胸日ЮＯコヽ一出Ｃ朕Ｈ句

』ヾЪヽ臆コЩｏ「団トーーーい恭凶聟・係蜃

賀緊憔

資播
普ｅ戻蒋

凱
器
ヽ
ミ
ー
ト

［Ｎ∞＾



ハゝｌｋ熙案

笏食〃盤ば“枷遮
〃

継螺撫量Ｏ尽く咲

誼日ＫＯ晨≦

―
ム
週
s:1生
設
、 」
′
買
ィ
Kに
欅
ョ
コ

|(+=丼
像
葉
°
で
(聾
無
赳
(ぶ
中
廻

9ぺ
。
中
く
辟
択
卜
)Ⅲ
暮
掛
則
黙
(檬

口
|」

ぶ
中
剌
S十
1・
|1辞
像
ヽ
)(捻

S′
禦
H瓢
く
十
Rこ
■
普
ξ
く
曖
||十

1く
Ш
ttH′

,」
0で
コ
lR昼
⊃
製
°

α
壊
ぜ
く
週
製
凶
こ
ビ
oメ
ざ
鸞
嗣
′

小
瓢
′
コ
い
価
帯K単
漢
駆
喬
姜
Nヽ
肛
霊

o緯
硝
ヾ
撫
ottu択
Pご
く
で
公
′
黙

腟
撼
漏
理
事
側
欄
製
条
』
く
'DHヽ
、
運

」
CヽЮ
▲、 1メ
リQ(小
′
、
日
ム`
牽
」
“

(国
‖ ■
室
」
Q型
増
′速
さ
増
駆
姜
(p′

製
ぶ
駆
0大
べ
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村

正

己
　
米
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福
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会

社

役
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一
二
、
七
七
四

―
●
●
一
一
一
一

地
域
の
中
小
企
業
経
営
者
と
し
て
、
変

化
の
激
し
い
経
済
情
勢
、
高
度
情
報
化
が

進
む
社
会
環
境
の
中
で
、
こ
れ
に
ど
う
対

応
す
る
か
が
最
大
の
関
心
事
で
、
経
営
に

必
要
な
的
確
な
情
報
の
入
手
が
カ
ギ
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
、

同
行
の

「
ま
つ
ぎ
ん
中
小
企
業
経
営
研
究

所
」
の
設
置
は
、
中
小
企
業
経
営
者
、
後

継
者
、
経
営

ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
新
し
い

時
代
の
経
営
理
念
、
経
営
戦
略
、
企
業
活

動
に
必
要
な
経
営
感
覚
、
経
営
知
識
、
経

営
管
理
能
力
の
か
ん
養
を
目
的
に
し
た
各

種
の
研
修
機
会
の
提
供
、
開
催
。
さ
ら
に

山
陰
の
経
済
、
産
業
動
向
、
中
小
企
業
経

営
、
地
域
開
発
な
ど
諸
問
題
に
対
す
る
調

査
、
研
究
と
情
報
収
集
を
狙
い
と
し
て
い

る

ｃ研
修
事
業

の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、

ま
ず
ト

ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
。
経
営

者
約
二
十
人
を
対
象
に
定
期

セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
、
毎
年
夏
期

（
八
月
予
定
）
に
三
日

間
程
度

の
サ
ー

マ
ー

ス
ク
ー

ル
を
開
催
す

る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
央

の
講
師

の

ほ
か
地
元
の
税
理
士
、
会
計
士
、
弁
護
士

ら
を
招
き
、
経
営
者
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
条
件
、
資
格
な
ど
基
本
的
テ
ー

マ
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
先
端
技
術
、

エ
ン
ク
ト

ロ
ニ

ク

ス
、　
ハ
イ
テ
ク
、
税
務
知
識
な
ど
実
務

ン
ベ
ル
の
研
修
を
実
施
、
セ
ミ
ナ
ー
に
は

同
所
社
員
も
参
加
し
受
講
者
と
の
交
流
を

図
る
。
ま
た

ス
ポ

ッ
ト
研
修
と
し
て
、
「
産

業
能
率
大
学
」

「
中
小
企
業
大
学
」
等

ヘ

経
営

ス
タ

ッ
フ
を
派
遣

（
一
週
間
程
度
）

し
た
り
、
セ
ー

ル
ス
技
術
、
セ
ー

ル
ス
マ

ナ
ー
の
会
得
を
目
的
と
し
た
社
員
研
修
を

随
時
行
う
。
こ
の
ほ
か
、
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
た
諸
事
業

へ
の
協
賛
、
助

成
を
行

い
、
地
域
経
済

の
活
性
化

に
寄
与

し
た
い
、
と
し
て
い
る
。

ス
タ

ッ
フ
は
所

長

一
名

の
ほ
か
職
員
若
千
名
を
予
定
し
て

い
る
。
ビ
ン
ネ

ス
サ
ー
ビ
ス
社
は
、
六
十
年
上

期
を
目
標
に
設
立
。
業
務
と
し
て
は
、
現

金
の
精
査
、
物
品
管
理
、
印
刷
な
ど
業
務

の
集
中
化

に
よ

っ
て
経
営

の
合
理
化
を
図

る
。ま
た
記
念
配
当
と
し
て
、
五
十
九
年
度

決
算
で
年

一
％

（
一
株
当
た
り
五
〇
銭
）

西村邦彦社長

子
市
上
福
原

産

婦

人

科

医

85〔

森 リ

田 [

隆 ウ

朝 :

米 カ

中
小
企
業
研
究
所
を
設
立

創
業
七
十
周
年
を
迎
え
た
松
江
相
互
銀
行

（
本
店

。
松
江
市
東
本

町
、
西
村
邦
彦
社
長
）
は
、
記
念
事
業
と
し
て
山
陰
両
県
の
企
業
経

営
者
を
対
象
に
新
し
い
高
度
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た

「
ま
つ
ぎ
ん

中
小
企
業
経
営
研
究
所
」
を
設
置
す
る
ほ
か
、
新
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
サ

―
ビ
ス
の
設
立
、
さ
ら
に
中
国
地
方
初
の
本
格
的
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
店

舗

「
米
子
東
支
店
」
の
開
設

（
六
月
二
十
四
日
）
、
金
融
国
際
化
ヘ

向
け
て
外
為
業
務
公
認
の
推
進
―
な
ど
地
元
相
銀
と
し
て
、
地
域
経

済
活
性
化

へ
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
体
制
強
化
を
図
る
。

を
株
主
総
会

の
承
認
を
得
て
株
主
に
配
当

す
る
。
こ
の
ほ
か
社
内
事
業
と
し
て
、
行
員

の

国
際
感
覚
、
語
学
力

の
向
上
を
目
的
に
海

外
研
修
制
度
の
拡
充
も
す
る
。

同
行
は
、
大
正
四
年
松
江
相
互
貯
金
株

式
会
社
（資
本
金
三
万
円
）
と
し
て
設
立
。

昭
和

二
十
六
年
ｍ
松
江
相
互
銀
行
で
新
発

足
。
島
根

。
鳥
取
両
県
と
広
島

に
現
在
三

十
四
店
舗
を
持

っ
て
い
る
。
地
場
企
業
、

社
会

へ
の
貢
献
、
効
率
化

に
よ
る
健
全
経

営
を
柱
に
地
元
相
銀
と
し
て
″
自
主
独
往
″

の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
昨
年
六
月
、
足
立

員
重
氏

（
現
会
長
）

の
後
任
と
し
て
六
代

目
社
長
に
西
村
邦
彦
氏
が
就
任
。
国
際
化
、

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
備
え
て

「
総
合
金
融

ナ
ー
ビ
ス
」

の
徹
底
が
経
営

の
重
要
ポ
イ

ン
ト
。
さ
ら
に
第
二
次
オ
ン
ラ
イ
ン
を
六

十

一
年
秋
稼
働
を
目
指
し
、
フ

ァ
ー
ム
バ

ン
キ
ン
グ
構
想
も
打
ち
出
し
て
い
る
。

西
村
邦
彦
社
長
の
話

創
業

七
十
周
年
を

迎
え

ら
れ
た

こ
と

は
、
地
域
皆
様

の
ご
愛
顧

の
賜
も
の
。
こ
れ

を
機
に
さ
ら
に

「
山
陰
に
生
き
る
銀
行
」

の
使
命
に
徹
し
、
総
合
金
融
ナ
ー
ビ

ス
の

充
実
に

一
層

の
努
力
を
重
ね
、
皆
様

の
信

頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
。

／
７
　
ネ

」

″
レ
　
一デ

一
Ｃ
　
Ｃ
ハ
九

一
〇
、
〇
七

一
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四
月

二
十

二
日
、

フ
ラ
イ
ト
農

業

（青
果
物
航
空
輸
送
実
践

モ
デ

ル
事
業
）

の
第

一
便
と
し
て
、
鳥
取

の
特
産
品
が

東
京
市
場

へ
空
輸
さ
れ
た
。
そ
の
中

の

一
つ
に

ハ
マ
ボ
ク
フ
ウ
も
。
十
数
年
前

か
ら
栽
培

の
研
究
が

ス
タ
ー
ト
、
今
ま

さ
に
特
産
品
と
し
て
″
テ
イ
ク

・
オ
フ
″

で
あ
る
。

ハ
マ
ボ
ク
フ
ウ
は
セ
リ
科

の
砂
丘
植

え
、
作
付
面
積
は
北
条
町
五
紛
、
米
子

市
、
鳥
取
市

一
翁
に
達
し
て
い
る
。
栽

培
方
法
は
七
―
八
月
に
種
子
を
採
り
、

十

一
月
に
条
間
八
十
１
百
衆
ン
に
条
播
き

す
る
。
翌
年
四
月
に
発
芽
、　
一
年
間
根

株
を
養
成
し
、薬
用
（根
）
は
、
十

一
月
に

収
穫
す
る
。
生
食
用
は
、種
ま
き
後
三
年

目
の
五
―
六
月
、
九
―
十
月
に
厚
さ
十

彙
ン
程
度
に
モ
ミ
ガ
ラ
を
敷
く
か
、
砂
を

砂
丘
畑
地
帯
の
特
産
品
と
し
て
将
来
が
期
待

さ
れ
て
い
る
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
昨
年
六

月
に
設
立
さ
れ
た

「
砂
丘
特
産

ハ
マ
ボ

ク
フ
ウ
生
産
振
興
協
議
会
」
を
母
体
に
、

試
食
会
、
栄
養
評
価
の
啓
も
う
、
広
告

な
ど
の
消
費
開
拓
を
積
極
的
に
行

っ
て

砂
丘
畑
地
帯
の
特
徴
あ
る
特
産
品
と
し

て
育
成
し
て
い
き
た
い
。

（倉
吉
農
業
改
良
普
及
所

・
山
下
泰
之
）

姿
を
消
し
て
し
ま

っ

た
。
鳥
取
県
東
伯
郡

北
条
町
の
浜
根
良
太

郎
さ
ん
は
、
な
ん
と

か
栽
培

で
き
な
い
も

の
か
と
、
十
数
年
に
わ
た

っ
て
試
作
を

繰
り

返
し
、　
つ
い
に

栽
培

に

成
功
し

た
。
北
条
町
で
は
町
の
特
産
品
と
し
て

育
成
す
る
た
め
五
十
八
年
度
か
ら
、
特

産
畑
作
新
規
作
物
実
験
導
入
事
業
を
実

施
し
、
栽
培
、
販
売
の
問
題
点

の
解
明

に
努

め
て
き
た
。
そ
の
後
、
米
子
市
、

鳥
取
市

で
も
、
産
地
化

の
動
き
が
芽
ば

寄

せ
軟
化
を
行
う
。
収
穫
後

は
百
″ラ
の

パ

ッ
ク
詰
め
に
し
て
出
荷
し
て
い
る
。

今
後
は
、
ナ
ラ
ダ
な
ど

一
般
家
庭
向

き

の
軟
化
も

の
に
重
点
を
置
き
、
消
費

拡
大
、
周
年
出
荷
を
図

っ
て
い
く
方
針

で
あ
る
。
ま
た
、
課
題
と
し
て
、
今
ま

で
高
級
料
理
中
心
に
使
用
さ
れ
て
き
た

た
め
、　
一
般
消
費
者
に
は
な
じ
み
が
薄

「
大
き
な
環
境
変
化

の
な
か
、

こ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

が

企
業
存
亡
を

決

め
る

時

代

だ
」
と
力
説
。
二
十

一
世
紀
を

生
き
抜
く
に
は
、
個

々
の
企
業

体
質
強
化
と
業
界
ぐ
る
み
の
協

調
が
必
須
と
の
持
論
か
ら
協
同

組
合

の
役
割
を
説
く
。
ま
た
、

高
齢
化
時
代
は
中
高
年
と
若
年

層

の
協
力
、
役
割
分
担
が
成
長

の
カ
ギ
だ
と
も
。

「
価
値
観

の
多
様
化

で
異
質

の
能
力
を
持

つ
人
の
協
同
作
業

が
大
切
に
な
る
」
と
指
摘
。

昭
和
二
十
１
四
十
七
年
ま
で

島
根
県
庁
勤
務
。
県
水
産
商
工

部
長
退
職
後
、
国
立
島
根
総
合

高
等
職
業
訓
練
校
長
を
経
て
四

十
七
年
か
ら
同
中
央
会
専
務
理

事
。
松
江
市
外
中
原
町
、
七
十

一
歳
。

d」5書】径]斉ウギーリリーδθ.5.」
`
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オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
開
発
に
研
究
所

来
年
に
は
産
業

ロ
ボ
ッ
ト
″誕
生
″

■

鳥
取

・
林

エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ

安
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
株
安
、史
上
最
高

　

　

易
摩
擦
の
激
化
か
ら
、
輸
出
関
連
優

　
　

関
連
、
産
金
株
な
か
ど
目
立
ち
、
中

独
自
の
技
術
で
急
成
長
し
て
い
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
（
研
究
開
発
型
）
企
業
、

林

エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ

（鳥
取
市
古

海
、
林
正
人
代
表
取
締
役
、
従
業
員

六
十
人
）
は
省
力
機
器
の
オ
リ
ン
ナ

ル
製
品
の
研
究
開
発
を
進
め
る
た
め

研
究
所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
新
製
品
を
量
産
す
る
新
工
場

の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
は
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
生

産
が
中
心
だ

っ
た
が
、
今
後
は
同
社

独
自
製
品
の
製
造
販
売
に
乗
り
出
し

事
業
を
拡
大
し
て
い
く
。

自
動
化
、
省
力
機
器
の
設
計
製
造

を
手
が
け
て
い
る
同
社
で
は
、
大
手

の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
機
械
メ
ー

カ
ー
な
ど
か
ら
の
受
注
生
産
を
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
技

協
会
の
研
究
会
に
参

加
す
る

な

ど
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
。
こ

の
結
果
、
会
員
の
松
江
板
金
企
業

組
合
が
大
阪
市
の
会
社
と
提
携
、

Ｆ
Ｒ
Ｐ
建
材
の
生
産
に
乗
り
出
す

な
ど
、
成
果
を
挙
け
て
い
る
。

本
年
度
は
、
同
工
業
経
営
協
会

と
の
交
流
を
さ
ら
に
強
め
る
と
と

も
に
、
研
究
会
内
に

「商
品
開
発

グ
ル
ー
プ
」

「
生
産
技
術
管
理
グ

ル
ー
プ
」
「経
営
管
理
グ
ル
ー
プ
」

の
三
組
織
を
つ
く
り
、
当
面
す
る

課
題
の
調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と

に
し
た
。

術
を
生
か
し
て
オ
リ
ン
ナ
ル
製
品
を

売
り
出
し
て
い
く
企
業
戦
略
を
描
い

て
い
る
。

研
究
所
は
同
社
敷
地
内
に
二
階
建

て
の
建
物

（
広
さ
約
二
百
平
方
研
）

を
建
設
し
、
電
気
、
機
械
各
六
人
計

十
二
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
四
月
か
ら
活

動
を
開
始
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
、
製
品
の
検
査
機
能
を
兼
ね
備

Ｃ
Ｉ

（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
＝
企
業
イ
メ
ー
ン

統

一
戦
略
）
が
山
陰
地
方
で
も
導

入
熱
が
高
ま
り
、
米
子
市
内
の
民

間
企
業
な
ど
二
十
八
社
は

「
米
子

Ｃ
Ｉ
勉
強
会
」
を
結
成
し
た
。
米

子
市
西
福
原
の
「
ホ
テ
ル
わ
こ
う
」

で
開
い
た
第

一
回
勉
強
会
で
は
、

石
原
雅
晴
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

ｏ
デ

ィ
レ
ス
ン
ョ
ン
ズ
（
本
社

。
東
京
）

の
石
原
雅
晴
社
長
に
、
Ｃ
Ｉ
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

交
え
な
が
ら
話
を
聞
い
た
。

Ｃ
Ｉ
の
概
念

（
手
法
）
は
、
七

発
。
工
場
な
ど
で
製
品
の
出
来
具
合

を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
同
時
に
運
搬

も
す
る
産
業

ロ
ボ
ッ
ト
の

一
種
。
マ

イ
コ
ン
セ
ン
サ
ー

（感
知
機
）
を
組

み
込
み
、
従
来
、
人
間
が
行

っ
て
き

た
製
品
検
査
や
運
搬
の
作
業
を
自
動

化
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
来
年
に
は
製

品
化
で
き
る
見
通
し
。

研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
日
本
電
気

や
日
立
な
ど
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
き
た
人
た
ち
を
合
め
若

い
頭
脳
が
中
心
。
小
所
帯
な
か
ら
開

発
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
自
由
な
雰
囲
気

の
な
か
で
討
論
、
電
子
と
機
械
を
結

合
さ
せ
た
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
分
野

に
知
恵
を
結
集
し
て
い
る
。

開
発
部
門
の
研
究
所
に
続
き
生
産

部
門
も
強
化
す
る
た
め
工
場
も
近
く

〇

年
代

初
期
に

〃第

一
次

ブ
ー

ム
″
、
八
〇
年
代
に
入
っ
て

″第

二
次
ブ
ー
ム
″
が
起
き
た
。
新
規

企
業
発
展
の
際
や
、
合
併
、
合
同

の
と
き
の
イ
メ
ー
ン
再
構
築
、
異

業
種

分
野

へ
の
進
出
時
点

な
ど

に
、
そ
れ
ま
で
の
固
定
観
念
か
ら

脱
却
、
統

一
し
た
Ｐ
Ｒ
を
手
が
け

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
同
勉
強

会
は
、　
次
回
以
降

「
地
域

と

Ｃ

Ｉ
」

「
見
え
な
い
Ｃ
Ｉ

（
販
促
革

新
な
ど
）
」

「
見
え
る
Ｃ
Ｉ

（社

章
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
）」
を
学
ぶ
。

参
加
企
業
と
役
員
次
の
通
り
。

〔参
加
企
業
〕
米
子
市
役
所
、

靭
山
陰
放
送
、
閉
大
幸
、
い
か
ざ

さ
、
本
通
り
青
年
会
、
田
大
松
水

産
、
同
元
禄
日
本
海
、
同
井
上
食

品
、
同
長
田
茶
店
、
松
本
ン
ス
テ

ム
ズ
い
、
美
保
土
建
ｍ
、
中
国
プ

・
々

の
隣
接
地
に
約
二
千
平
方

解

を
取
得
、ヽ
開
発
研
究
の
進
み
具
合
を

み
な
が
ら

新
ェ
場

建
設
に
着

手
す

る
。林
代
表
取
締
役
は

「
こ
れ
ま
で
も

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
な
か
で
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
生

み

出
し
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
自
社
製
品
と
し
て

も
創
意
工
夫
を
売
り
出
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

鳥
取
県
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で

は
、
日
本
セ
ラ
ミ
ッ
ク

（鳥
取
市
）

が
既
に
中
央
研
究
所
を
開
設
し
て
お

り
、
林
エ
ン
ン

ニ
ア
リ
ン
グ
も
こ
れ

に
続
く
な
ど
研
究
開
発
部
門
整
備
の

動
き
が
出
始
め
て
い
る
。

松
江
市
と
周
辺
の
鉄
工
、
工
業

関
係
者
で
組
織
す
る
異
業
種
交
流

グ
ル
ー
プ

「松
江
市

工
業
経
営

研
究
会
」
の
六
十
年
度
総
会
が
こ

の
ほ
ど
、
松
江
市
母
衣
町
の
松
江

商
工
会
議
所
で
開
か
れ
、
役
員
を

改
選
、
代
表
幹
事
に
松
村
印
刷
欄

の
松
村
隆
之
社
長
を
選
ん
だ
。
ま

た
、
研
究
会
の
活
動
を
具
体
化
す

る
た
め
、
研
究
会
内
部
に
三
つ
の

専
門
小
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
交
流

を
活
発
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を

決
め
た
。

同
経
営
研
究
会
は
、
松
江
商
工

会
議
所
が
音
頭
を
と
っ
て
昨
年
五

月
に
発
足
。
メ
ン
パ
ー
は
、印
刷
、

鉄
工
、
機
械
製
造
業
な
ど
二
十
四

社
。
初
年
度
の
昨
年
は
、
加
盟
の

工
場
視
察
や
、
異
業
種
交
流
の
先

進
グ
ル
ー
プ
、
大
阪
市
工
業
経
営

ロ
バ
ン
靭
、
詩
製
菓
鵬
、
米
子
信

用
金
庫
、
い
備
中
屋
本
店
、
フ
ン

ヤ
農
芸
い
、
東
亜
青
果
閉
、
同
赤

ち
ゃ
ん
や
、
松
江
ン
ョ
ッ
ピ
ン
グ

プ
ラ
ザ
ア
ピ
ア
、
柔
本
建
築
設
計

事
務
所
閉
、
一日
米
吾
、
山
陰
信
販

い
、
憫
原
徳
チ

ェ
ー
ン
本
部
、
同

エ
ー
ワ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー
、
同
山
内

製
麺
所
、
東
京
印
刷
ｍ
、
同
あ

っ

ぷ
る
は
う
す
。

〔
役
員
〕

会
長

＝
岩
崎

実
義

（山
陰
信
販
社
長
）
▽
副
会
長
＝

雑
賀
啓

一
（
米
子
信
用
金
庫
常
務
）

▽
幹
事
＝
松
江
仲
武

（
大
松
水
産

社
長
）
内
藤
勝
人

（桑
本
建
築
設

計

事
務
所

専
務
）

杉
原

弘

一
郎

（東
京
印
刷
社
長
）
▽
事
務
局
＝

長
谷
川
泰
二

（あ

っ
ぷ
る
は
う
す

専
務
）
＝
敬
称
略
。

▲

異
業
種
交
流
を
具
体
化
―
松
江

▼

Ｃ
Ｉ
の
導
入
で
勉
強
会
―
米
子

δθ
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島
根
県
内

の
企
業
や

盤
は
中
小
零
細
企
業
比
重
が
高

く
、
さ
ら
に
高
度
化
技
術
導
入

に
立
ち
遅
れ
、
下
請
け
的
な
製

造
業

の
多

い
環
境

に
あ

っ
て
最

新
高
度
技
術

の
導
入
、
先
端
製

品
の
開
発
、
資
本
力
、
人
的
資

源
等

々
の
諸
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
の
中
で
そ
れ
ら
の
マ
イ

ナ

ス
要
因
を
克
服
し
、
時
代
に

即
応
、
先
取
り
し
た
企
業
体
づ

く
り
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
ま
産
業
技
術
は
「
複
合
化

の
時
代
」
を
迎
え
、
中
小
企
業

も
自
ら
の
専
門
技
術
だ
け
で
は

生
き
残
れ
な
い
時
代
で
あ
る
。

こ
の
た
め
業
種

の
異
な
る
中

小
企
業
同
志
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持

て
る
技
術
や
ノ
ゥ

ハ
ゥ
を
持

ち
寄
り
、
お
互
い
に
情
報
交
換

を
行
う

「
異
業
種
交
流
」
が
大

島
根
県
も
昭
和
五
十
八
年
秋
か

ら
そ
の
事
業
を
始
め
て
い
る
。

県
内
で
次
々
と
生
ま
れ
て
い
る

異
業
種
交
流
会
も
、
経
営
管
理

の
合
理
化
、
製
造
技
術
の
開
発

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
情

報
交
換
を
行
い
、
急
速
な
社
会

の
変
化

に
対
応
す
る
パ
ワ
ー
を

地
場
産
業
に

つ
け
よ
う
と
す
る

も

の
で
あ
る
。

あ
る
異
業
種
交
流
会

の
活
動

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
み
る
と
、
①

メ
ン
バ
ー
相

互

の

会

社

の

調

査
、
研
究

＝
仲
間
づ
く
り
、
相

方
法

の
検
討
、
確
認
＝

流
会
の
活
動
調
査
、
研
究
③
メ

ン
バ
ー
企
業
の
課
題
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
提
出

＝
各
企
業
の
改
善

点
、
問
題
点
の
抽
出
④
技
術
移

転
、
共
同
開
発
＝
新
製
品
の
開

発
、
特
許
、
実
用
新
案
の
開
発

⑤
販
売
促
進
＝
市
場
開
拓
、
共

同
販
売
―
と
し
て
い
る
。
そ
の

活
動
内
容

に
ま
だ
ま
だ
多
く
の

問
題

点
と

困
難
が

予
想

さ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
少
し
て
も
県
内
企
業
が
創
造

的
知
識
集
約
化
を
推
進
し
、
最

ろ
う
。

そ
し
て
各

々

の
企
業

は
、
新
分
野
開
拓
の
担
い
手
と

な
り
、
地
場
産
業
の
活
性
化
と

振
興
を
図
る
起
パ
ク
ザ
イ
に
な

り
、
そ
れ
を
糧
に
創
造
性
と
機

動
力
を
発
揮
す
る
の
が
こ
れ
か

ら
の
中
小
零
細
企
業
の
生
き
る

べ
き
道
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る

な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
交
流
会

が
各
分
野
に
生
ま
れ
、
複
合
的

か
つ
先
進
的
な
ン
ベ
ル
向
上
に

役
立
ち

「
人
の

ネ
ッ
ト
・ワ
ー

ク
」
「
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
拡
げ
、
新
し
い

「
地
域
経
済

ン
ス
テ
ム
」
の
確
立
と

「
地
域

経
済
の
自
立
」
に
少
し
で
も
近

づ
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た

い
。
　
　

　
　

　

（
征
太
郎
）

異
業
種
交
流
と
複
合
化
時
代

Eコ

経
済
基

6(1.)
.             

く60. 5 .21号〉
|  |  .

21夢のメザシ量産機誕生

松江のアイデア社長らが共同開発

4…住宅の床衝撃音低下工法を開発

～島根大学の高橋徹教授～

5…建築設計の新機器導入

～出雲のハウジングサービス～

・̈ミニ情報・ゴルフコンペ成績

6… 鳥取の住宅建設で借家伸びる

～リフォーム戦争は一段と激化

7…新設会社

8…初めての米穀販売許可更新

9… 島根県内の中小企業経営動向

証券ダイヤル・食品会社のバイオ戦略

10…岐路に立つ島根の商業地く45〉

.11… とかみマリーナ、23日 にオープン

12…隠岐の小豆・大豆が好収益

フラッシュ く農業〉

鳥取・郡家農協が役員数削減

13…島根県が農山村高齢者生産振興事業

ハマボウフウの特産品化進める

14… 建築確認申請一覧

15…会社決算

16…鳥取県の高額所得法人ランキング

20… ルポ・建設進む島根原発 2号機

目を奪 う世界最新の技術

22・・・島根県内'85春闘速報く国民春闘共闘会議〉

23…役員変更・入札

24… 移転

25-ヘルス く受動喫煙〉

δθ.6θ .Lb5書)鰹:済ウギ~リリー
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一Ｆ

・′勧
） ③松江市工業研究会の小松電機産業

八
東
郡
八
雲
村
の
制
御
計
装
シ
ス
テ
ム
メ

業
研
究
会
（
松
村
隆
之
会
長
、
二
十
五
社
）

ｌ
ヵ
ｌ
、
小
松
電
機
産
業
帥

（
小
松
昭
夫

の
メ
ン
パ
ー

ニ
社
か
ら
応
援
を
う
け
完
成

社
長
）
は
、
超
音
波
セ
ン
サ
ー
を
装
備
し

に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
た
め
、
関
係
者
ら

た
自
動
開
閉
シ

ャ
ツ
タ
ー
を
開
発
、
全
国

は

「
今
後
の
異
業
種
交
流
事
業
に
、　
一
層

ル
ー
ト
で
の
販
売
を
開
始
し
た
。
新
製
品

は
ず
み
が
つ
く
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
新
製

は

自
社

プ

ラ
ン
ド

商
品

と
し
て
の

第

一

品
の
売
れ
行
き
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

号
。
商
品
化
に
際
し
て
は
、
同
社
が
加
盟
　
　
い
る
。

す
る
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
、
松
江
市
エ

開
発
に
成
功
し
た
新
製
品
は
、
省

エ
ネ

．
ハ
ィ

ス
ピ
ー
ド

ン
ー
ト
ン
ャ
ッ
タ
ー
、

「
門
番
」

＝
商
品
名

＝
。
工
場
や
工
事
現

場

の
出
入
口
用

ン
ャ
ッ
タ
ー
と
し
て
製
作

し
た
。
従
来

の
シ
ヤ
ン
タ
‐
は
ヽ
工
場
出

入

口
は
鉄
製
が
主
体
だ

っ
た
が
、
素
材
を

半
透
明
の
ビ

ニ
ー

ル
カ
ー
テ
ン
地

（
厚
さ

０

。
六
ミリ
）
に
転
換
Ｑ
採
光
性
と
防
雨
、

防
寒
機
能
な
ど
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
た
Ｇ
ま
た
、
大
型
ダ

ン
プ
カ
ー
な
ど

が
出
入
り
す
る
工
事
現
場

の
門
扉
と
し
て

も
う

っ
て

つ
け
で
、
自
動
化
さ
れ
て
い
る

ヽ

た
め
、
扉

の
開
閉
作
業
に
携
わ
る
人
手
が

不
要
に
な
り
、省
力
化
に
役
立

つ
と
い
う
ｏ

価
格

は
六
十
五
万
円
か
ら
七
十
五
万
円
。

サ
イ
ズ
は
幅
、
高
さ
と
も
最
大
五
＝
。

部
材

の
調
節
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
十
升
ン

間
隔
で
伸
縮

で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
お

り
、
出
入

口
の
大
き
さ
に
合

っ
た
製
品
を

即
座
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

特
徴
ｃ

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
開
閉
速
度
は
、
毎

秒

０

。
六
済

と
同

Ｏ

。
九
＝

の
二
種
類

で
、
付
属
の
小
型

モ
ー
タ
ー
（
○

。
三
結
）

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
引
き
上
げ
る
ｃ

こ
の
自
動

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
最
大

の
特
徴

は
、
出
入
口
に
超
音
波

セ
ン
サ
ー
が
取
り

全

国
ル
ー

ト

で
販
売

開
始

１
１
イ
‐
―
　
一

一　
・
´
「―
・‐
―
・
・　
一
一　
一　
一　
一
〓

‐Ｉ

Ｆ
●

―

ｌ

　

ｊ

‐

　

一　

一ｒ

ｆ

一　

‥
　

Ｉ

Ｆ

一　

　

　

，

　

‐　

・　

一

Ｆ

・
一
」

・
・
■
●

・
　

　

１

・
・

・

〓
■
―
‐
一‐
一
‐
一　
一―
―
‥
―
‐
―
‐
‐
‐―
―
―
‐
‐―
―
―
　
‐
‐
‐‐
‐
‐

〓
二
―
■

●

，

●
　
´

●
ピ

．

.■ ■.|~1

超
音
波

セ

ン
サ
ー
装
備
し
た

止」曜誦翼3斉ウデーリリー
δa 8.2θ



餅
小
松
電
機
産
業

小
松
昭
夫
社
長

く
新
開
発
し
た
自
動
開
開
シ

ャ
ッ
タ
ー

「
門
番
」

付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
無
人
開
閉
が
可

能
な
こ
と
。
車
両
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
約
二

済
ま
で
近
ず
く
と
、
セ
ン
サ
ー
が
察
知
、

自
動
的
に
ン
ャ
ッ
タ
ー
が
開
き
始

め
る
。

ま
た
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
両
わ
き
に
は
、
光

電
管

セ
ン
サ
ー
が
セ
ッ
ト
さ
れ
、

ジ
ャ
ッ

タ
ー
の

直
下
を

通
過
中
か

ど
う
か

を
識

別
。
通
行
中

は
シ
ャ
ッ
ク
ー
が
降
り
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
安
全
上

の
工
夫
も
凝
ら

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下

り
、
通
過
中

の
車
両
な
ど
に
接
触
し
た
場

合

で
も
、
素
材
が
ビ

ニ
ー

ル
製

の
た
め
、

事
故

は
防
止
で
き
る
と
し
て
い
る
。

同
社

は
二
十
六
年

か
ら
、
三
菱
農
機

の

技
術
協
力
を
得
て
試
験
開
発
に
着
手
。
約

二
年
余
り
を
か
け
、
よ
う
や
く
商
品
化
に

こ
ぎ

つ
け
た
。
商
品
化

の
最
終
段
階
で
は

異
業
種
交
流
グ

ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
で
あ

る
同
大
昌
ダ
ン
ボ
ー

ル

（松
江
市
浜
乃
木

町
、
吉
野
登
社
長
）
と
日
東
電
装
同

（
松

江
市
矢
田
町
、
妹
尾
典
子
社
長
）
二
社

の

協
力
も
得
た
。
大
昌
ダ
ン
ボ
ー

ル
は
、
製

品
の
こ
ん
包
資
材
、
日
東
電
装
に
は
制
御

盤
の
小
型
化
な
ど
に
つ
い
て
知
恵
を
借
り

た
。
同
社

で
は

「
将
来

の
販
路
拡
大
に

つ

い
て
も
、
里
（業
種
交
流
グ

ル
ー
プ
の
ア
イ

デ
ア
や
力
が
借
り
ら
れ
れ
は
、
販
路
開
拓

も
容
易
に
な

っ
て
く
る
」
と
意
欲
を
燃
や

し
て
い
る
ｃ

同
社
は
、
既
に
二
十
台

の
製
品
を
出
荷
。

そ
の
う
ち
二
十
六
台
を
三
菱
農
機
、
四
台

を
関
連
企
業
に
販
売
。
近
く
、
も
う
三
台

を
三
菱
農
機
に
出
荷
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
計
画
に
よ
る
と
、
工
場
内

の
防
寒
が

特
に
必
要
さ
れ
る
日
本
海
側
を
中
心
に
、

年
内
に
二
千
台
を
製
造
出
荷
し
た
い
意
向

で
、
販
売
網

の
整
備
を
早
急
に
詰
め
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
同
社
は
受
注
生
産
が
主
体
だ

っ
た
。

こ
ん
ど
開
発
し
た
自
動

シ
ャ
ッ
タ

ー
は
、
企
画
か
ら
製
造
、
販
売
ま
で

一
貫

し
て
手
が
け
た
商
品
の
第

一
号
。
そ
れ
だ

け
に
小
松
社
長
も

「
自
社
製
品
が
開
発
で

き
、
長
年

の
夢

が
か
な

っ
た
」
と
喜
び
も

ひ
と
し
お
。
さ
ら
に
小
松
社
長
は

「
生
産

体
制
は
十
分
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
販
売
に
全
力
を
挙
げ
る
。
異
業
種

交
流
グ

ル
ー
プ
の
各
社

の
人
に
お
世
話
に

な

っ
た
が
、
自
社

の
活
性
化
と
い
う
こ
と

で
は
異
業
種

の
交
流
は
大
き
な
メ
リ

ッ
ト

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
続
け
て

い
き
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
を
話
し
て
い

る
ｃ

☆
兵
庫
県
、
音
声
認
識
電
話
回
ボ

ッ
ト
が

完
成
　
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
、
相
手
の
名
前

や
電
話
番
号
を
言
え
ば
、
自
動
的
に
電
話
の

受
話
器
が
出
て
き
て
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す

「
音

声
認
識
電
話
ロ
ボ

ッ
ト
」
が
、
兵
庫
県
立
Ｉ

業
試
験
場
機
械
電
子
部
の
ス
タ
ｒ
フ
の
手
で

開
発
さ
れ
た
。

同
県
内
の
中
小
継
杜
工

業
界
で
は
、
省
力
化
や
自

動
化
を
目
的
に
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ー
か
導
入
さ
れ
つ
つ

マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
電
話
番
号
か
、
名
前

を
言
う
と
、
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が

音
声
を
聞
き
分
け
る
。
電
話
番
号
が
電
光
表

示
さ
れ

「
オ
ー
ケ
ー
」
と
い
う
と
、
も
う

一

う
の
ロ
ボ
ン
ト
を
動
か
す
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

に
連
動
す
る
。
ロ
ボ

ッ
ト
が
ダ
イ
ヤ
ル
を
回

す
と
と
も
に
、
受
話
器
を
セ
ン
ト
し
た
ア
ー

機

械
　
Ｆ

繹
鰊
躙
愕
．

あ
る
が
、
同
試
臓
場
に
は
手
の
不
自
由
な
人

が
生
産
に
携
わ
れ
）０
よ
う
な
、
福
祉
用

ロ
ボ

ッ
ト
を
開
発
し
て
ほ
し
い
―
と
の
強
い
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
同
ス
タ
ッ
フ

が
二
十
八
年
か
ら
研
究
に
入
り
、
電
話
を
自

動
的
に
操
作
す
る

ロ
ボ

ッ
ト
の
試
作
に
着

手
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

ム

が
伸
び
て

く
る
仕
組

み
．
入
力
の
仕
方
を
Ｉ
夫

す
れ
ば

「
た
す
け
て
」
と

い
う
言
葉
で
、　
一
一
０
千

や

一
一
九
番
を
回
す
こ
と
も
で
き
る
。

同
試
験
場
で
は

「寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

や
、
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
た
め
な
ど
、

福
祉
用
に
活
用
で
き
る
」
と
い
っ
て
お
り
、

早
く
も
電
話
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
引
き
合
い
が

来
て
い
る
。
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た

「
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
」
メ
ー
カ

―
と
し
て
急
成
長
し
て
い
る
こ
と
と
、

地
元
の
異
業
種
企
業
と
活
発
に
交
流
、

”
　
　
　
●

マ

ま
た
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
販
売
で
国

際
化
を
進
め
て
い
る
―
な
ど
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
た
。

げ
た
企
業
を
表
彰
し
て
い
る
。
昭
和
　
　
　
一
月
二
十
三
日
、
東
京
商
工
会
議

で
行
わ
れ
た
表
彰
式

四
十
二
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
　
　
所
国
際
ホ
ー
ル

の
表
彰
は
今
年
度
で
二
十
四
回
　
　
に
は
、

企
業
の

、
地
区
ご
と
に
全
国

．

て ツ

表
彰
に
準
ず
る
優
れ

の

地
区
表
彰
、

賭 1飼 資 該 の ね 多 多
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江津地場後継者ら12人

陶
芸
、
和
紙
な
ど
の
異
業
種
の
メ
ン
パ
ー
が
、
地
場
産
品
の
特

性
や
技
術
を
生
か
し
、
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
新
製
品
を
つ
く
ろ
う
、

と

「
石
見
ブ
ラ
ン
ド
開
発
セ
ミ
ナ
ー
」

（
石
央
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
、
島
根
県
商
工
会
連
合
会
主
催
）
が
、
こ
の
ほ
ど
江

津
市
嘉
久
志
町
の
石
央
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
試
作
品

展
示
会
を
開
催
。
地
域
お
こ
し
と
し
て
県
内
外
に
石
見
ブ
ラ
ン
ド

を
Ｐ
Ｒ
、
商
品
化
を
目
指
し
て
い
く
。

「売
れ
る
商
品
」
開
発

ヘ

・
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
石
見
の
新
し
い

流
れ
と
な
る

「
売
れ
る
商
品
」
を
開

発
す
る
の
を
狙
い
に
、
昨
年
六
月
開

講
。
宇
佐
波
徳
美
近
畿
大
教
授
ら
デ

ザ
イ
ン
や
流
通
の
専
門
家
を
講
師
に

招
き
、
地
場
産
業
の
後
継
者
ら
十
二

人
が
商
品
開
発
テ

ー
マ
な
ど
今
年
二

月
ま
で
七
回
に
わ

た
っ
て
き
め
細
か

な
指
導
を
受
け
、

試
作
品
づ
ぐ

‐り
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

試‐‐
作
品
は
、
‐宮

内
窯

（江
津
市
）

の
宮
内
孝
史
さ
ん

（
二
九
Ｙ
の

‐陶
器

が
‐‐光
を
‐‐‐受
サ
や
わ

ら
い
だ
空
潤
を
つ

昭
小
“明
工
繊
日
本
＝

江

津

市
嘉
久
・士心
貯］

石

央
地
域
地
場
産

振
興
セ
ン
タ
ー

く
る
照
明
器
具

（
二
万
円
）
や
善
戒

山
窯

（
‐
浜
田
市
）
の
吹
ケ
迫
良
子
さ

ん
（
二
八
）が
石
見
の
上
を
使
い
、
練

り
込
み
方
法
に
初
挑
戦
し
た
パ
ー
テ

ィ
■
食
器
の
大
皿
（
二
万
五
千
円
）
、

西
田
誠
士
口
さ
ん

（三
五
）
＝
三
隅
町

‐‐
が
製
作
し
た
石
州
和
紙
の
ク
ッ
シ

ョ
ン

（三
千
五
百
円
）
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
展
示
会
で
は
試
作
に
至
る
ま
で

の
テ
ト
マ
設
定
や
顧
客
イ
メ
ー
ジ
な

ど
の
過
程
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
、

「
Ｇ

Ｉ
Ｂ

（ギ
ブ
）」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

試
作
品
に
料
理
を
盛
り
つ
け
る
な
ど

し
て
実
用
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
来
年
度
、
県
内

外
で
展
示
会
開
催
や
県
内
旅
館
な
ど

に
石
見
焼
の
使
用
を
働
き
か
け
る
な

ど
し
て
，
石
見
ブ
ラ
ン
ド
″‐‐
０
商
品

化
を
積
極
的
に
と
か
る
こ
と
に
し‐で

ヽ
―
”

０
・
―
●
―

●
―

‐
‐
●
一●

．
●
―
―
●
―
●
●
―
―

■
て

，
　
　
　
　
　
　
・

一
●
　
・

．
試
作
品
に
つ
い
て
い
講
師
か
ら
完

成
度
に
高‐‐
い
評
価
を
受
け
た
が
ヽ
価‐‐・

格
や
購
入
年
齢
設
定
の
市
場
調
査
の

必
要
性
、
販
売
ル
ー
ト
、
量
産
化
な

ど
流
通
面
で
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

～_」

鬱ヽF′

守

ヽ
ｄ「
日
資Ｊ
ガ

０
平
木
屋

（
八
東
郡
鹿
島
町
恵
曇

町
三
六
〇
番
地
、
青
山
善
太
郎
代
表

取
締
役
）
三
、　
一
〇
〇
万
円

（
一
、

一
〇
〇
万
円
）
に
増
資
。
二
月
十
二

日
登
記
０
白
銀
屋
商
店

（
八
東
郡
東
出
雲

町
出
雲
郷

一
、
六
六
九
番
地

一
、
岸

本
正
史
代
表
取
締
役
）
五
〇
〇
万
円

（
五
〇
万
円
）
に
増
資
。
二
月
十
五

日
登
記
０
山
陰
住
電

（
八
束
郡
東
出
雲
町

春
日
四

一
五
番
地

一
四
、
原
文
男
代

表
取
締
役
）
三
〇
０
万
円

（
一
〇
〇

万
円
）
に
増
資
。
三
月
二
十
五
日
登

前
島
工
業
い

（
八
東
郡
東
出
雲
町

出
雲
郷
六
六
六
番
地
、
前
島
泰
、
前

島
悌
代
表
取
締
役
）

一
、
○
○
○
万

円

（
八
五
０
万
円
）
に
増
資
。
二
月

二
十
日
登
記

［
目
次
溶
接
所

（松
江
市
幸
町
八

二
八
番
地
四
八
、
目
次
茂
之
代
表
取

締
役
）
五
〇
〇
万
円

（
一
〇
〇
万
円
）

に
増
資
。
二
月
二
日
登
記

０
末
広
木
工

（益
田
市
高
津
町
イ

一
、　
一
二
八
番
地

一
〇

一
、
岩
本
良

一
代
表
取
締
役
）
三
〇
〇
万
円

（
一

五
〇
万
円
）
に
増
資
。　
一
月
二
十
二

日
登
記
ｍ
大
畑
建
設

（益
田
市
大
谷
町
三

六
番
地
三
、
大
畑
清
美
代
表
取
締
役
）

一
億
円

（
七
、
五
〇
〇
万
円
）
に
増

資
。　
一
月
二
十
二
日
登
記

０
調
剤
薬
局
田
儀

（益
田
市
あ
け

ぼ
の
西
町
五
番
地

一
三
、
田
儀
政
司

代
表
取
締
役
）
三
〇
〇
万
円

（
一
〇

〇
万
円
）
に
増
資
。　
一
月
二
十
五
日

登
記

大
前
タ
イ
ヤ
０

（倉
吉
市
駄
経
寺

町
三
二
五
番
地
六
、
大
前
貴
生
代
表

取
締
役
）
三
〇
〇
万
円

（
一
〇
〇
万

円
）
に
増
資
。　
一
月
二
十

一
日
登
記

０
武
本
製
麺
所

（倉
吉
市
福
守
二

二

一
番
地
二
、
武
本
勘
治
代
表
取
締

役
）
三
〇
〇
万
円

（
五
〇
万
円
）
に

増
資
。　
一
月
二
十
五
日
登
記

０
間
野
工
務
セ
ン
タ
ー

（倉
吉
市

上
井

一
八
四
番
地
、
杉
森
健
司
代
表

取
締
役
）
三
〇
〇
万
円

（
一
八
〇
万

円
）
に
増
資
。
二
月
二
日
登
記

０
丸
泰
自
動
車

（倉
吉
市
八
屋

一

四
三
番
地
の
二

一
、
藤
本
泰
久
代
表

取
締
役
）
三
〇
〇
万
円

（六
〇
万
円
）

に
増
資
。
二
月
八
日
登
記

０
寿
工
業

（東
伯
郡
北
条
町
江
北

二
、
七
〇
五
番
地
二
二
、
山
本
満
穂

代
表
取
締
役
）
三
〇
〇
万
円

（
一
〇

〇
万
円
）
に
増
資
。　
一
月
二
十
九
日

登
記０
セ
イ
デ
ン

（米
子
市
彦
名
町
六

三
九
番
地
、
生
田
康
和
代
表
取
締
役
）

三
〇
〇
万
円

（
一
〇
〇
万
円
）
に
増

資
。　
一
月
二
十

一
日
登
記

０
松
光

（米
子
市
車
尾
四
八
八
番

地
、
松
本
光
弘
代
表
取
締
役
）
三
〇

〇
万
円

（
二
〇
〇
万
円
）
に
増
資
。

一
月
三
十
日
登
記

　

′

朝
日
住
宅
０

（米
子
市
和
田
町
三
、

四
三
七
番
地

一
、
荒
木
勲
代
表
取
締

役
）

一
、
五
〇
〇
万
円

（五
〇
〇
万

円
）
に
増
資
。　
一
月
二
十

一
日
登
記

０
島
田
酒
店

（米
子
市
榎
原
四
七

一
番
地

一
、
野
口
環
代
表
取
締
役
）

三
〇
〇
万
円

（
二
〇
〇
万
円
）
に
増

資
。
二
月
六
日
登
記

０
中
海
葬
儀
社

（米
子
市
西
福
原

七
三
七
番
地
九
、
小
野
幸
男
代
表
取

締
役
）
九
〇
〇
万
円

（三
〇
〇
万
円
）

に
増
資
。
二
月
七
日
登
記
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